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解 答                                  

□1  (1) 
8

15
         (2) 

1

4
            (3) 

28

39
            (4) （4時）29

1

11
 （分） 

    (5) 900（円） 

□2  (1) 8（㎠）      (2) 7：3：4       (3) 10.5（cm）      (4) 3：8 

    (5) 64（㎠）      (6) 2：1 

□3  (1) 3（㎢）      (2) 21（cm）      (3) 20（cm）    (4) 16：9 

    (5) 25：70：49    (6) 14（m）       

□4  (1) 576（㎠）     (2) 122（㎠）     (3) 160（㎠）       (4) 101.4（㎠） 

    (5) 9（cm）       

□5  (1) 9（秒後を過ぎて）13.5（秒後まで）   (2) 37.68（cm）     (3) 53.38（cm）       

    (4) 558.8（㎠） 

□6  (1) 7.2（cm）     (2) 152（㎠）    

□7  (1) 100（㎠）     (2) 200（㎠）      (3) 350（㎠） 

 

配 点 150点満点  

□1  4点×5  □2  5点×6  □3  5点×6 □4  (1)(2)(3)(4) 5点×4、(5) 6点  

□5  (1)(2)(3) 5点×3、(4) 6点 □6  6点×2 □7  (1)(2) 3 点×2、(3) 5点  

※□5 (1)はすべてできて得点 

 

解 説 

□1  計算問題 

(3) もとの分数の分母が(39－4＝)35であるため、もとの分数の分子は、 

   35×
4

5
 ＝28 
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  より、28となります。 

  よって、もとの分数は、
28

39
 です。 

 

(4) 時計の長針と短針の作る角が 2回目に 40度になるのは、下の図のように、長針と短 

針が重なった後に、長針が短針よりも 40度多く進んだときとなります。 

 

よって、求める時刻は、 

  (30×4＋40)÷(6－0.5)＝29
1

11
  

  より、4時 29
1

11
 分です。 

 

(5) お金を使った様子は右の図のようになり 

ます。 

 図の□1 は、 

   □1 ＝(140＋40)÷(1－
2

5
 )＝300（円） 

 より、300円となります。 

 よって、はじめに持っていたお金（図の○1 ） 

は、 

   300÷(1－
2

3
 )＝900（円） 

 より、900円です。 
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□2  《面積比》 

(1) 三角形 ABCと三角形 AECは高さが等しいため、 

 面積の比は、 

   (3＋8＋2)：2＝13：2 

より、13：2となります。 

よって、三角形 AECの面積は、 

  52×
2

13
 ＝8（㎠） 

より、8㎠です。 

 

(2) ○ア、○イ、○ウはすべて高さが等しいので、底辺 

 の長さの比は、7：6：15です。 

底辺の長さの合計は、 

  28×2＝56（cm） 

より、56cmとなるため、○アの底辺である BE の 

長さは、 

  56×
7

7＋6＋15
 ＝14（cm） 

より、14cmとなります。 

○イの底辺の長さの合計は、 

  56×
6

7＋6＋15
 ＝12（cm） 

より、12cmとなり、四角形 AEGFが平行四辺形になることから、AF＝EGより、EG 

の長さは、 

  12÷2＝6（cm） 

より、6cmとなります。 

BE＝14cm、EG＝6cmであるため、GCの長さは、 

  28－(14＋6)＝8（cm） 

より、8cmとなります。 

よって、BE：EG：GCは、 

  BE：EG：GC＝14：6：8＝7：3：4 
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より、7：3：4です。 

 

(3) 三角形 ABEと三角形 ACEは高さが等しい 

ため、底辺の長さの比は面積の比と等しくな 

ります。 

よって、BE：CE＝2：3より、CEの長さは、 

  35×
3

2＋3
 ＝21（cm） 

  より、21cmとなります。 

  また、三角形 GEFと三角形 GCFは高さが等し 

く、EF：CF＝1：1であるため、EFの長さは、 

  21×
1

1＋1
 ＝10.5（cm） 

  より、10.5cmです。 

 

(4) Aと Bの三角形を比べると、底辺の長さの比は、 

   6：4＝3：2 

  より、3：2となり、高さの比は、 

    2：(2＋6)＝2：8＝1：4 

  より、1：4となります。 

  よって、面積の比は、 

    (3×1)：(2×4)＝3：8 

  より、3：8です。 

 

(5) 三角形 ABCと三角形 ABFは高さが等しいため、 

 面積の比は底辺の長さの比と等しく、 

   CA：AF＝2：1 

より、2：1となるため、三角形 ABFの面積は、 

8×
1

2
 ＝4（㎠） 

より、4㎠となります。 

また、三角形 ABFと三角形 ADFは高さが等しく、 

面積の比は、AB：AD＝1：3となるため、三角形 

ADFの面積は、 
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  4×
3

1
 ＝12（㎠） 

より、12㎠となります。 

同じように考えて、AB：BD＝1：2より、三角形 BDCの面積は、 

  8×
2

1
 ＝16（㎠） 

より、16㎠となり、BC：CE＝1：1より、三角形 BDEの面積は、 

  16×
2

1
 ＝32（㎠） 

より、32㎠となります。 

また、BC：CE＝1：1より、三角形 ACEの面積は 8㎠となり、CA：AF＝2：1 

より、三角形 CEFの面積は、 

8×
3

2
 ＝12（㎠） 

より、12㎠となります。 

よって、三角形 DEFの面積は、 

  8＋12＋32＋12＝64（㎠） 

より、64㎠です。 

 

(6) AD：BC＝8：24＝1：3であるため、三角形 

ACDと三角形 ABCの面積の比も 1：3となり 

ます。 

AE：EB＝5：4であるため、三角形 CAEと三 

角形 CBEの面積の比も 5：4になります。 

三角形 ABCの面積を、3と(5＋4＝)9の最小公 

倍数の○9 にそろえると、三角形 ACD、三角形 

CAE、三角形 CBEの面積はそれぞれ、以下の 

よに表すことができます。 

  三角形 ACD＝○9 ×
1

3
 ＝○3  

  三角形 CAE＝○9 ×
5

5＋4
 ＝○5  

  三角形 CBE＝○9 ×
4

5＋4
 ＝○4  
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よって、○アと○イの面積の比は、 

  (○3 ＋○5 )：○4 ＝8：4＝2：1 

より、2：1となります。 

 

□3  《相似形・かげ》 

(1) 面積の単位を変えると、以下のように数値が変わります。 

1㎢＝(1000×1000)㎡ 

1㎡＝(100×100)㎠ 

実際の土地は、たての長さも横の長さも 25000倍になりますので、この土地の実際の 

面積は、 

8×25000×6×25000÷100÷100÷1000÷1000 

＝
8×6×25000×25000

100×100×1000×1000
  

＝3（㎢） 

より、3㎢です。 

 

(2) 次の図のように、DCと平行に AHを引いて、AH 

と EFが交わる点を Gとします。 

このとき、AD、GF、HC、BHの長さは、以下の通 

りとなります。 

AD＝GF＝HC＝9cm 

BH＝25－9＝16（cm） 

EGと BHが平行になることから、三角形 

AEGと三角形 ABHは相似となり、相似比 

は、 

AE：AB＝24：(24＋8)＝3：4  

より、3：4となります。 

EGの長さが、 

16×
3

4
 ＝12（cm） 

より、12cmとなることから、EF（x）の長さは、 

  12＋9＝21（cm） 
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より、21cmです。 

 

(3) 三角形 BEFと三角形 BCDは相似形で、 

相似比は、7.5：12＝5：8であるため、 

  BE：BC＝5：8 

BE：EC＝5：(8－5)＝5：3 

  より、BE：EC＝5：3となります。 

  三角形 ABEと三角形 DCEは相似形で、 

相似比は、BE：CE＝5：3であることか 

ら、ABの長さ（xの長さ）は、 

  12×
5

3
 ＝20（cm） 

  より、20cmです。 

 

(4) 角 BACの大きさを○、角 ACBの大きさを×とすると、三角形の内角の和が 180度 

であることから、○と×の和は、 

  ○＋×＝180－90＝90（度） 

  より、90度となります。 

  三角形 ABDにおいて角 ABDの大きさは、 

    角 ABD＝180度－90度－○＝90度－○＝× 

  より、×となります。 

  また、三角形 BDCにおいて、角 BDC＝90度で 

あるため、角 CBDの大きさは、 

    90度－角 BCD＝90度－×＝○ 

  より、○となります。 

  角の大きさを右の図のようにかき込むと、三角形 

ABDと三角形 BCDが相似形であることがわかり 

ます。 

三角形 ABDと三角形 BCDが相似比は、 

  AB：BC＝24：18＝4：3 

  より、4：3であることから、面積の比は、 

(4×4)：(3×3)＝16：9 

  より、16：9です。 

 

 



鉄人会は頑張る君の味方です！ 

- 8 - 

 

家庭教師は必ず体験してから決めましょう！ 

 

(5) BCと DE、ABと EFがそれぞれ平行である 

ことから、三角形 ADEと三角形 EFCと三角形 

ABCは、対応する角の大きさがそれぞれ等しく 

なるため、相似になります。 

AEと ECと ACが対応する辺であることから、 

相似比は、 

  10：14：(10＋14)＝10：14：24＝5：7：12 

  より、5：7：12となるため、面積比は、 

    (5×5)：(7×7)：(12×12)＝25：49：144 

  より、25：49：144となります。 

  よって、○アと○イと○ウの面積の比は、 

    25：(144－25－49)：49＝25：70：49 

  より、25：70：49です。 

 

(6) 下の図のように考えると、三角形 ABCと三角形 DEFは相似になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よって、ABの長さは、 

   (9＋6)×
2

3
 ＝10（m） 

  より、10mとなるため、電柱の高さは、 

    10＋4＝14（m） 

  より、14mです。 
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□4  《相似形・折り返し》 

(1) 三角形 ABCと三角形 ADFは相似形で、三角形 ABCの 3辺の長さの比は、 

  42：56：70＝3：4：5 

より、3：4：5であるため、AF：DF＝3：4となります。 

AF＝○3 、DF＝○4 とすると、四角形 DECFが 

正方形であることから、DF＝CF＝○4 となり、 

AC＝○3 ＋○4 ＝○7  

より、AC＝○7 となり、この長さが 42cmに 

あたるため、○1 は、 

○1 ＝42÷7＝6（cm） 

より、6cmとなり、DFの長さは、 

  6×4＝24（cm） 

より、24cmとなります。 

よって、正方形 DECFの面積は、 

  24×24＝576（㎠） 

より、576㎠です。 

 

(2) 三角形 ABDの面積は、平行四辺形 ABCD 

の面積の
1

2
 となります。 

また、三角形 ABE と三角形 ADEは高さが 

等しいため、面積の比は底辺の長さの比と等 

しく、BE：ED＝3：7です。 

これより、三角形 ABEの面積は、 

  280×
1

2
 ×

3

3＋7
 ＝42（㎠） 

より、42㎠となります。 

また、三角形 BEFと三角形 DEAは相似形で、相似比は、BE：ED＝3：7となるため、 
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AE：EF＝7：3となります。 

三角形ABEと三角形BEFは高さが等しいため、面積の比は底辺の長さの比と等しく、

AE：EF＝7：3です。 

これより、三角形 BEFの面積は、 

  42×
3

7
 ＝18（㎠） 

より、18㎠となります。 

よって、四角形 EFCDの面積は、 

  280×
1

2
 －18＝122（㎠） 

より、122㎠です。 

   

(3) 右の図のように、かげの部分をもとに戻すと 

三角形 EFCになります。 

 よって、求める面積は、 

   (32－12)×16×
1

2
 ＝160（㎠） 

  より、160㎠です。 

 

 

 

 

 

(4) 下の図のように、Fから対角線 BDに垂直な線 FGを引きます。 
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  三角形 BCDと三角形 BGFにおいて、折り返しのため角 CBDと角 GBFの大きさは等 

しく、角 BCDと角 BGFはどちらも直角となるため、三角形 BCDと三角形 BGFは相 

似になります。 

  FG：BGは、 

    FG：BG＝DC：BC＝12：28.8＝5：12 

  より、5：12となります。 

角 CBDと角 FDB の大きさが等しく（平行線の錯角）、角 CBDと角 GBFの大きさが 

等しいことから、三角形 FBDは二等辺三角形になります。 

これより、BGの長さは BDの長さの
1

2
 であるため、FGの長さは、 

    31.2×
1

2
 ×

5

12
 ＝6.5（cm） 

  より、6.5cmとなります。 

  よって、かげの部分の面積は、 

    31.2×6.5×
1

2
 ＝101.4（㎠） 

  より、101.4㎠です。 

 

(5) 折り返しより、FE＝FB＝18cmとなり、CFの 

長さは、 

   CF＝32.4－18＝14.4（cm） 

より、14.4cmとなります。 

右の図のように、同じ大きさの角に同じ印をつ 

けると、三角形 ECFと三角形 GDEと三角形 

GHIは相似となります。 

三角形 ECFにおいて、3辺の長さの比は、 

  EC：CF：FE＝10.8：14.4：18＝3：4：5 

より、3：4：5となるため、三角形 GDEの 3辺 

の長さの比も、GD：DE：EG＝3：4：5となり 

ます。 

DEの長さが、(32.4－10.8＝)21.6cmとなるこ 

とから、GEの長さは、 

  21.6×
5

4
 ＝27（cm） 

より、27cmとなります。 
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HEは正方形の 1辺にあたるため 32.4cmであることから、GHの長さは、 

  32.4－27＝5.4（cm） 

より、5.4cmとなり、三角形 GHIの 3辺の長さの比が、GH：HI：IG＝3：4：5とな 

ることから、GIの長さは、 

  5.4×
5

3
 ＝9（cm） 

より、9cmです。 

 

□5  《図形の移動》 

(1) 2つの図形が重なる部分の形が、五角形になっているのは、（図 1）から（図 2）の間 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 1）の形になるのは、 

  (15＋12－9)÷2＝9（秒後） 

より、9秒後となります。 

（図 2）の形になるのは、 

  (15＋12)÷2＝13.5（秒後） 

より、13.5秒後となります。 

よって、2つの図形が重なる部分の形が、五角形になっているのは、9秒後を過ぎて 

13.5秒後までの間です。 
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(2) 点 Aが動いたあとの線は下の図のようになり、P、Q、R、Sの 4つのおうぎ形の弧 

 に分けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 半径はすべて 4.5cmです。 

 それぞれのおうぎ形の弧の中心角は、以下の通りとなります。 

    P → 90－60＝30（度） 

      Q → 360－(60＋90)＝210（度） 

    R → 360－(60＋90)＝210（度） 

       S → 90－60＝30（度） 

  よって、点 Aの動いたあとの線の長さは、 

    4.5×2×3.14×
30＋210＋210＋30

360
 ＝12×3.14＝37.68（cm） 

  より、37.68cmです。 

 

(3) おうぎ形の転がる様子は下の図の太線部分になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 直線部分の長さはおうぎ形の弧の長さと等しくなるため、点 Aの動いたあとの線の長 

さは、 

  12×2×3.14×
90＋75＋90

360
 ＝17×3.14＝53.38（cm） 

  より、53.38cmです。 
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(4) 円が通ったあとの部分は、図の「太線部分」「斜線部分」「かげの部分」に分かれます。 

 それぞれの部分の面積は以下の通りとなります。 

 ・太線部分 

   8×(40－4－8)×2＝448（㎠） 

  ・斜線部分 

    4×4×3＝48（㎠） 

  ・かげの部分 

    4×4×3.14×
1

4
 ×5 

＝20×3.14 

＝62.8（㎠） 

よって、求める面積は、 

  448＋48＋62.8＝558.8（㎠） 

より、558.8㎠です。 

 

□6 《応用問題》 

(1) 三角形 ABCと三角形 BEDは同じ角 Bを共 

 有しているため、三角形 BEDの面積は三角形 

ABCの面積の、 

  
10

10＋20
 ×

10.8

10.8＋7.2
 ＝

1

3
 ×

3

5
 ＝

1

5
 （倍） 

より、
1

5
 倍となります。 

AFの長さを xcmすると、三角形 ABCと三 

角形 ADFは同じ角 Aを共有しているため、 

三角形 ADFの面積は三角形 ABCの面積の、 

  
20

10＋20
 ×

x

24
 ＝

2

3
 ×

x

24
 ＝

x

36
 （倍） 

より、
x

36
 倍となります。 

三角形ADFと三角形BEDの面積が等しいことから、三角形ADFの面積は三角形ABC 

の面積の
1

5
 倍となるため、 
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x

36
 ＝

1

5
  

  x＝36×
1

5
 ＝7.2 

より、AFの長さは 7.2cmです。 

 

(2) 2つの図形が重なる部分の面積が最も大きくなるのは、台形 ABCDが、 

   24＋12＝36（cm） 

より、36cm動いたときで、下の図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

斜線部分の面積は、台形 ABCDの面積から重なっていない部分の面積を引いて求める 

ことができます。 

重なっていない部分は、角 DCBの大きさが 45度で、角 HGCの大きさが 90度である 

ことから、直角二等辺三角形となります。 

よって、このときの 2つの図形が重なる部分の面積は、 

  (16＋24)×8×
1

2
 －4×4×

1

2
 ＝160－8＝152（㎠） 

より、152㎠です。 

 

□7  《面積比・相似形（応用）》 

(1) （図 1）のように、点 Pから BCに 

垂直な線を引いて、BCとの交点を R 

とすると、点 Pが正方形の対角線の交 

点であることから、PRの長さは、 

  20×
1

2
 ＝10（cm） 

より、10cmとなります。 

よって、三角形 CPDの面積は、 
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  20×10×
1

2
 ＝100（㎠） 

より、100㎠です。 

 

(2) 三角形 ACEの面積は、 

   (20＋20)×20×
1

2
 ＝400（㎠） 

  より、400㎠となります。 

  また、APと CPの長さが等しいため、三角形 AEPの面積と三角形 CEPの面積は等し

くなります。 

  よって、三角形 CEPの面積は、 

    400×
1

2
 ＝200（㎠） 

より、200㎠です。 

 

(3) （図 2）のように、点 Pから CF 

に垂直な線を引いて、CFとの交点 

を Hとすると、HPと CDが平行に 

なるため、三角形 PHGと三角形 

DCGは相似となり、相似比は、 

  HP：CD＝10：20＝1：2 

より、1：2となります。 

CGの長さは、HG：CG＝1：2より、 

  10×
2

1＋2
 ＝

20

3
 （cm） 

より、
20

3
 cmとなります。 

また、CGと EDが平行になるため、三角形 CGQと三角形 EDQは相似となり、相似 

比は、 

CG：ED＝
20

3
 ：20＝1：3 

より、1：3となります。 

CQ：EQ＝1：3より、三角形 CPQの面積は、 

  (三角形 CPQの面積)＝(三角形 CEPの面積)×
1

1＋3
 ＝200×

1

4
 ＝50（㎠） 
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より、50㎠となるため、四角形 APQEの面積は、 

  (四角形 APQE の面積)＝(三角形 ACEの面積)－(三角形 CPQの面積) 

            ＝400－50 

            ＝350（㎠） 

より、350㎠です。 

 

※ 三角形 CPQの面積は、AC：PC＝2：1、EC：QC＝(1＋3)：1＝4：1より、 

  (三角形 CPQの面積)＝(三角形 ACEの面積)×
1

1＋1
 ×

1

1＋3
  

              ＝400×
1

2
 ×

1

4
  

                           ＝50（㎠） 

  として求めることもできます。 

 


